
中
小
12
河
川
が
氾
濫

竹
野
や
草
野
で
土
砂
災
害

７
月
11
日
、
写
真
手
前
の
巨
瀬
川
か
ら
越
水
。

大
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
浸
水
し
ま
し
た

未
明
の
大
雨

市
全
域
に

被
害

北
部
九
州
に
線
状
降
水
帯
が
発
生

筑
後
川
の
氾
濫
危
機
迫
る

　
７
月
10
日
未
明
か
ら
大
雨
が
降
り
続

き
、
同
日
３
時
45
分
、
市
は
中
央
部
・

北
部
・
東
部
地
域
に
レ
ベ
ル
４
「
避
難

指
示
」
を
発
令
し
ま
し
た
。７
時
34
分

に
は
、
河
川
の
水
位
が
上
昇
。
市
全
域

に
レ
ベ
ル
５
「
緊
急
安
全
確
保
」
を
発

令
し
ま
し
た
。

　
９
時
15
分
、
耳
納
山
観
測
所
の
一
時

間
最
大
雨
量
が
観
測
史
上
最
大
の
91
・

５
ミ
リ
を
記
録
。直
後
、
田
主
丸
町
竹

野
地
区
で
は
「
ゴ
オ
ー
」
と
い
う
音
が

響
き
土
石
流
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
11
時
頃
、
筑
後
川
で
は
降
雨
に
加
え

て
、
ダ
ム
放
流
で
水
量
が
増
し
、
氾

濫
の
恐
れ
が
高
ま
り
ま
し
た
。
原
口
新

五
市
長
が
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
強
く
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
中
小
河
川
で
は
行
き
場
を
失
っ
た

水
が
あ
ふ
れ
始
め
ま
し
た
。
高
良
川
で

は
濁
流
が
護
岸
設
備
を
壊
し
、
巨
瀬
川

で
は
堤
防
を
越
え
た
水
が
住
宅
地
に
流

れ
込
み
ま
し
た
。
各
地
で
家
屋
へ
の
浸

水
が
発
生
。
北
野
町
や
大
橋
町
な
ど
で

は
収
穫
前
の
葉
物
野
菜
が
泥
に
覆
わ
れ

ま
し
た
。
三
潴
町
で
も
山
ノ
井
川
が
越

水
し
、
付
近
が
冠
水
。
市
内
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
把
握
し
て
国
は
、
災
害
救

助
法
の
適
用
を
決
め
ま
し
た
。

最
大
避
難
者
は
７
０
４
人

　
市
全
域
に
緊
急
安
全
確
保
が
発
令
中

の
10
日
15
時
に
は
、
最
大
で
３
８
２
世

帯
、
７
０
４
人
が
避
難
し
ま
し
た
。
大

橋
小
避
難
所
周
辺
が
冠
水
し
一
時
孤

立
。
消
防
署
員
や
市
職
員
が
住
民
を
耳

納
市
民
セ
ン
タ
ー
に
移
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
や
学
校
は
臨
時
休
園
・
休
校
。

大
雨
の
影
響
が
大
き
い
大
橋
小
や
竹
野

小
は
、
夏
休
み
を
前
倒
し
ま
し
た
。

令和５年７月大雨災害特
集

　　
７
月
10
日
、
線
状
降
水
帯
が
北
部

九
州
地
域
に
発
生
し
、
記
録
的
な
大

雨
が
降
り
続
き
ま
し
た
。
久
留
米
市

は
市
全
域
に
警
戒
レ
ベ
ル
５
「
緊
急

安
全
確
保
」
を
発
令
。
田
主
丸
町
竹

野
で
は
土
石
流
で
人
的
被
害
も
。
筑

後
川
は
氾
濫
こ
そ
免
れ
た
も
の
の
、

中
小
河
川
が
あ
ふ
れ
、
各
地
で
家
屋

や
農
地
が
浸
水
し
ま
し
た
。
翌
日
、

市
は
災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も

設
置
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
被
災
し
た
皆
さ
ん
が
一
日
も

早
く
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
全
市

を
あ
げ
て
復
旧
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
防
災
対
策
課（
☎
０
９
４
２・
３
０・

９
０
７
４
、℻
０
９
４
２
・３
０
・
９
７

１
２
）観測史上最大の雨量

令和 5 年 7 月 7 日～ 10 日
耳納山観測所
・総雨量　567mm（4日間累積）
・1 時間最大雨量　91.5mm
・24 時間最大雨量　402.5mm

7 月 10 日、災害対策本部を設置。国県
と情報共有し、被害の把握を急ぎました

7 月 24 日時点の状況に基づき制作しています。被害や支援の内容などは変わる場合があります
写真は、7 月 10 日、北野町コスモスパーク周辺の住宅地です

7 月 10 日、北野町では農業用ビニー
ルハウスが広範囲で、浸水しました
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翌
日
か
ら
復
旧
開
始

　
７
月
11
日
８
時
31
分
、
市
は
市
全
域

に
発
令
し
て
い
た
緊
急
安
全
確
保
を
解

除
し
ま
し
た
。
２
人
が
亡
く
な
り
、
原

口
市
長
は
、
土
石
流
が
あ
っ
た
竹
野
地

区
で
犠
牲
者
を
悼
み
ま
し
た
。
市
内
広

範
囲
で
浸
水
が
起
き
た
た
め
、
被
害
状

況
は
調
査
中
で
す
。

　
11
日
、
宮
ノ
陣
・
上
津
両
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
を

始
め
ま
し
た
。
12
日
以
降
は
順
次
、
田

主
丸
流
通
セ
ン
タ
ー
や
う
き
は
市
の
藤

波
ダ
ム
公
園
な
ど
に
災
害
ご
み
の
仮
置

場
を
設
置
。
同
日
、大
雨
被
害
に
関
す

る
電
話
相
談
窓
口
も
開
設
し
、
初
日
は

46
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。　

全
国
か
ら
支
援
が
届
く

　
被
災
者
の
生
活
復
旧
に
向
け
、
久
留

米
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

被
害
が
大
き
い
市
東
部
地
域
に
対
応
す

る
た
め
、
14
日
、
久
留
米
ふ
れ
あ
い
農

業
公
園
に
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
も
設

置
。
活
動
に
参
加
し
た
廣
藤
智
之
さ
ん

（
福
岡
市
）
は
、「
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
行

力
を
合
わ
せ

被
災
か
ら
復
旧

住
宅・農
地・イ
ン
フ
ラ
に
甚
大
被
害

か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

日
常
を
取
り
戻
す
た
め
困
っ
て
い
る
と

き
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頼
っ
て
ほ
し

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
12
日
に
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で

被
災
し
た
岡
山
県
倉
敷
市
か
ら
、
土
の

う
袋
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
が
到
着
。

そ
の
後
も
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
、
県

や
福
岡
市
な
ど
他
自
治
体
か
ら
職
員
が

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
須
恵
町
か
ら
提
供

さ
れ
た
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
現
地
の

活
動
を
支
え
ま
し
た
。
復
旧
・
復
興
に

市内各地で災害ボランティアが土砂や
ごみの片付けを手伝いました

7 月 10 日、竹野地区では住宅が
土石流に巻き込まれました

７
月
11
日
、原
口
市
長
が
竹
野
地
区
を
視
察
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た

７月 18 日、大橋町石浦公園には、ぬれて
使えなくなった家具が運び込まれました

避難指示で必ず避難を

緊急安全確保
レベル5

避難指示
レベル4

高齢者等避難
レベル3

7 月 10 日、竹野地区では消防と警察が懸命に人命救助　
写真提供：久留米広域消防本部

令和５年７月大雨災害特
集

向
け
た
ふ
る
さ
と
納
税
を
受
け
付
け
開

始
。
義
援
金
箱
の
設
置
や
口
座
も
開
設

し
ま
し
た
。

改
め
て
避
難
情
報
の
確
認
を

　

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
、
市

は
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
避
難
情
報
を
出

し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
ｄ
ボ
タ
ン
な
ど
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
警
戒
レ
ベ
ル
４「
避

難
指
示
」
は
災
害
の
恐
れ
が
高
ま
っ
て

い
る
段
階
で
す
。
危
険
な
場
所
か
ら
速

や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
警
戒
レ

ベ
ル
５
「
緊
急
安
全
確
保
」
は
命
の
危

険
が
高
い
段
階
で
す
。
避
難
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
・
危
険
な
場
合
は
少
し
で

も
高
い
場
所
や
崖
か
ら
離
れ
た
部
屋
へ

移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
身
を
守
る
た
め

に
、
各
レ
ベ
ル
の
意
味
を
再
確
認
し
、

適
切
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

身
を
守
る
た
め
の
避
難
行

動
な
ど
詳
し
く
は
こ
ち
ら
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支援名 　対象者 　支援内容 　問い合わせ先

災害見舞金 　住家が床上浸水以上の
　被害を受けた世帯主 　被害状況に応じて見舞金の支給

　生活支援第 1・2 課
☎ 0942･︎30･9023
FAX 0942･30･9710

被災住家の
応急修理の支援

　住家が準半壊以上の被
　害を受けた世帯

　応急修理費用を支援
　半壊：70 万６千円まで
　準半壊：34 万３千円まで

　住宅政策課
☎ 0942･︎30･9139
FAX 0942･30･9743

市税の
減免や猶予

　住家が床上浸水以上の
　被害を受けた人や市内
　の被災した事業所

　・個人市民税、固定資産税、
　　都市計画税、事業所税の減免
　・被害状況に応じた納付の猶予

　市民税課
☎︎ 0942･30･9008

　資産税課
☎︎ 0942･30･9013

　税収納推進課
☎ 0942･︎30･9006

　共通番号
FAX 0942･30･9753

国民健康保険料
や後期高齢者医
療保険料の減免

　住家が床上浸水以上の
　被害を受けた世帯

　被害状況に応じた国民健康保険料、
　後期高齢者医療保険料の減免

　健康保険課
☎ 0942･︎30･9030
FAX 0942･30･9751

介護保険料の
減免

　住家が床上浸水以上の
　被害を受けた人など

　被害状況に応じた介護保険料の
　減免

　介護保険課
☎ 0942･︎30･9240
FAX 0942･36･6845

緊急経営支援資
金（災害復旧枠）　事業所などが被災した

　中小企業者

　事業の復旧に要する設備・運転資
　金を貸し付け。利率 0.8％、保証
　料負担ゼロ

　商工政策課
☎︎ 0942･30･9133
FAX 0942･30･9707商工業者相談

窓口
　中小・小規模事業者からの相談窓
　口の開設

農業相談窓口 　農業被害を受けた人 　被災証明書（農業関係）の申請や
　相談窓口の開設

　農政部総務
☎ 0942･︎64･9985
FAX 0942･30･9717

日常を取り戻していく
※ 7 月 24 日時点で制作しています。内容などは変更・更新される場合があります

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
展
開

　
市
は
、
被
災
し
た
人
が
一
日
も
早
く

以
前
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
泥
の

か
き
出
し
や
家
具
の
片
付
け
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
定
め
る
基
準
以
上
の
被
害
を
受

け
た
人
に
は
、
災
害
見
舞
金
を
支
給
し

ま
す
。
市
税
や
国
保
料
な
ど
の
減
免
、

納
付
猶
予
も
。
主
な
支
援
は
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　

各
種
支
援
や
制
度
利
用
に
は
原
則

「
り
災
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
被
害
の
大
き
な
地
域
で
は
、
県

や
他
市
の
協
力
を
得
て
現
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
は
８
月
末
ま
で

に
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
手
続
き
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
文
化
部
総
務
（
☎
０
９
４
２
・

３
０・９
８
１
４
、
℻
０
９
４
２・３
０・

９
７
１
４
）

災害に便乗した
悪質商法・詐欺に注意
　災害後は、悪質商法や詐欺が多発します。火災保険
が適用されお金がかからないとかたって強引な修理の
勧誘をしたり、保険会社への請求を手伝って高額な手
数料を請求したりするなど。義援金募金と偽ってお金
をだまし取る詐欺にも注意してください。
　怪しいと感じたら、その場で決めずに誰かに話すか、
消費生活センターに相談してください。
問消費生活センター
　（☎0942･30･7700、℻ 0942･30･7715）　

ボランティアや市など一丸となって復旧支援

ごみ処分や証明書など
の問い合わせに対応

「
り
災
証
明
書
」
を
発
行

　
「
り
災
証
明
書
」
は
、住
宅
の
「
全
壊
」

か
ら
「
準
半
壊
に
至
ら
な
い
（
一
部
損

壊
）」
ま
で
６
段
階
で
被
害
の
状
況
を

証
明
す
る
も
の
で
す
。
支
援
金
や
制
度

の
利
用
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
請
に
よ
り
、
市
が
被
害
状
況
を

確
認
し
て
、
発
行
し
ま
す
。
片
付
け
や

補
修
の
後
に
申
請
す
る
場
合
は
、
被
害

状
況
（
浸
水
箇
所
や
浸
水
の
高
さ
）
が

分
か
る
写
真
を
撮
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
撮
り
方
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
床
下
浸
水
の
場
合
、

写
真
だ
け
で
認
定
す
る
「
自
己
判
定
方

式
」
で
の
申
請
も
可
能
。
そ
の
場
合
は

「
準
半
壊
に
至
ら
な
い
（
一
部
損
壊
）」

と
な
り
ま
す
。
事
業
者
の
被
害
証
明
に

は
「
被
災
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

問
生
活
支
援
第
１
・
２
課
（
☎
０
９
４

２
・
３
０
・
９
０
２
３
、
℻
０
９
４
２
・

３
０
・
９
７
１
０
）

皆さんの支援が必要です

浸水した場所や高さ、外観を１件ずつ確認。
被害の程度を判定します

　被災した皆さんへの義援金を募集していま
す。本庁舎や総合支所など市内17か所に設置
している募金箱のほか、口座振込で受け付け。
詳しくは市ホームページに掲載しています。
問総務課　
（☎0942･30･9052、℻ 0942･30･9706）　

義援金情報は
こちらから

　土砂のかき出しや、使えなくなった家具の運
び出しなどに協力いただける災害ボランティア
が不足しています。受け付けは市災害ボランティ
アセンターでインターネットから行っています。
問市社会福祉協議会
（☎080･5074･9103、℻ 0942･34･3090）

ボランティア登録
はこちらから

災害義援金受付中 ボランティア募集中

令和５年７月大雨災害特
集
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